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原
子
力
防
災
と
広
域
避
難
に

つ
い
て

　

原
子
力
発
電
所
は
、
現
在
、
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
後
に
つ

く
ら
れ
た
新
し
い
規
制
基
準
に
基
づ

い
て
、
厳
し
い
安
全
対
策
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
は
、
原
子
力
防
災
対
策

に
つ
い
て
は
、
被
害
の
リ
ス
ク
や
万

が
一
の
際
の
損
害
の
可
能
性
な
ど
を

考
慮
し
、
原
子
力
発
電
所
に
近
接
す

る
地
域
の
防
災
対
策
を
最
優
先
に
考

え
、
実
効
的
な
避
難
体
制
を
つ
く
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
福
井
県
地
域
防
災
計
画

（
原
子
力
災
害
対
策
編
）
の
規
定
に

基
づ
き
、
広
域
避
難
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
「
福
井
県
広
域
避

難
計
画
要
綱
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
お
お
い
町
地
域
防
災
計

画（
原
子
力
災
害
対
策
編
）を
策
定
し
、

こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
き
原
子
力
災

害
に
お
け
る
住
民
避
難
計
画
や
住
民

避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

防災安全課　☎ 77-4054

おおい町
住民避難マニュアル
（原子力災害）
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避
難
対
象
地
域

　

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
）
の
国

際
基
準
で
は
原
子
力
発
電
所
で
事
故
が
発

生
し
、
緊
急
事
態
と
な
っ
た
場
合
に
、
原

子
力
施
設
の
事
故
の
状
況
を
客
観
的
に
判

断
す
る
基
準
と
し
て
、
Ｅ
Ａ
Ｌ
（
緊
急
時

活
動
レ
ベ
ル
）
や
Ｏ
Ｉ
Ｌ
（
運
用
上
の
介

入
レ
ベ
ル
）
に
基
づ
き
、
緊
急
時
防
護
措

置
を
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
放
射

性
物
質
が
放
出
さ
れ
る
前
の
段
階
か
ら
予

防
的
に
避
難
を
開
始
す
る
Ｐ
Ａ
Ｚ
と
、
屋

内
退
避
な
ど
の
防
護
措
置
を
行
う
Ｕ
Ｐ
Ｚ

を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
Ｐ
Ａ
Ｚ
（
予
防
的
防
護
措
置
を
準
備
す
る

区
域
）

原
子
力
発
電
所
か
ら
概
ね
半
径
5
㌔
が

Ｐ
Ａ
Ｚ
の
圏
内
に
な
り
ま
す
。
全
面
緊
急

事
態
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
放
射
性
物
質

放
射
線
の
基
礎
知
識

　

ニ
ュ
ー
ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
よ
く

見
聞
き
す
る
〝
放
射
能
〞。
厳
密
に
は
「
放

射
線
を
出
す
能
力
」
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

「
放
射
能
を
浴
び
る
」
や
「
放
射
能
が
漏
れ

る
」
な
ど
の
使
い
方
は
誤
用
で
す
。

　

こ
の
放
射
能
を
持
つ
物
質
の
こ
と
を
〝
放

射
性
物
質
〞
と
言
い
、
放
射
性
物
質
か
ら

放
出
さ
れ
る
粒
子
や
電
磁
波
の
総
称
を
〝
放

射
線
〞
と
言
い
ま
す
。

　

放
射
線
は
目
に
見
え
ず
、
に
お
い
も
な

い
た
め
、
人
間
の
五
感
で
感
じ
と
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
放
射
線
を
人
間
が
浴
び

る
と
細
胞
が
傷
つ
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

少
量
の
放
射
線
な
ら
、
細
胞
の
再
生
力
で

修
復
で
き
ま
す
が
、
修
復
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
に
は
放
射
性
障
害
が
発
生
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、放
射
線
（
能
）
の
強
さ
や
量
に
は
、

単
位
が
あ
り
、
目
的
に
合
わ
せ
て
使
い
分

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
放
射
能
の
強
さ
を
表

す
単
位
を
㏃
（
ベ
ク
レ
ル
）
と
言
い
ま
す
。

食
品
や
そ
の
他
物
質
に
ど
れ
ぐ
ら
い
放
射

性
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
か
な
ど
に
用
い

る
リ
ス
ク
が
上
昇
す
る
こ
と
か
ら
、
放
射

線
事
故
に
よ
る
緊
急
時
に
は
、
ま
ず
は
重

大
な
身
体
的
障
害
を
防
ぐ
た
め
、
将
来
起

こ
る
か
も
し
れ
な
い
が
ん
の
リ
ス
ク
の
増

加
も
で
き
る
だ
け
低
く
抑
え
る
よ
う
に
防

護
の
対
策
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ら
れ
た
り
し
ま
す
。
人
体
が
放
射
線
を
受

け
た
と
き
、
そ
の
影
響
を
表
す
単
位
が
㏜

（
シ
ー
ベ
ル
ト
）。
そ
し
て
、
放
射
線
量
を

表
す
単
位
が
㏉
（
グ
レ
イ
）
と
言
い
、
放

射
線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ど
れ
だ
け
物
質
に

吸
収
さ
れ
た
か
を
表
し
ま
す
。

　

日
常
生
活
を
す
る
中
で
、
私
た
ち
は
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
放
射
線
を
受
け
て

い
ま
す
。
宇
宙
や
大
地
か
ら
受
け
る
自
然

放
射
線
に
よ
る
被
ば
く
や
、
食
物
や
空
気

中
に
存
在
す
る
自
然
由
来
の
放
射
性
物
質

か
ら
受
け
る
被
ば
く
は
、
合
計
す
る
と
年

間
で
日
本
平
均
で
は
２
・
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
に
な
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
（
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
）

で
は
１
０
０
か
ら
２
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
以
上
の
線
量
に
対
し
て
は
、
が
ん
に
な

が
放
出
さ
れ
る
前
段
階
に
、
即
時
避
難
の

実
施
、
準
備
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
緊
急
時
防
護
措
置
を
準
備
す
る

区
域
）

　

Ｐ
Ａ
Ｚ
の
外
側
、
概
ね
半
径
30
㌔
が
Ｕ

Ｐ
Ｚ
の
圏
内
に
な
り
ま
す
。
全
面
緊
急
事

態
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
屋
内
退
避
を
行

う
こ
と
で
、
放
射
性
物
質
や
放
射
線
の
影

響
を
軽
減
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
放
射
性
物
質
が
環
境
中
に
放
出
さ
れ

た
後
の
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
、

空
間
放
射
線
量
率
が
一
定
以
上
に
上
昇
し

た
場
合
に
は
、
一
時
移
転
な
ど
の
防
護
措

置
を
行
い
ま
す
。

▲　発電所の位置と距離

▲　“放射能”と“放射線”
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令
和
３
年
度
福
井
県
原
子
力
総

合
防
災
訓
練

　

10
月
29
日
㈮
、
30
日
㈯
に
、『
福
井

県
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
』
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
若
狭
湾
沖
で
震
度

６
弱
の
地
震
が
起
き
、
美
浜
原
子
力
発

電
所
３
号
機
の
外
部
電
源
が
喪
失
、
原

子
炉
へ
注
水
で
き
な
く
な
り
冷
却
が
で

き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
想
定
し
た
も
の

で
、
町
で
は
、
美
浜
町
か
ら
の
避
難
者

を
大
飯
中
学
校
や
名
田
庄
体
育
館
な
ど

に
設
置
し
た
避
難
所
に
受
け
入
れ
る
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
住
民
約
５
，
０
０
０
人

と
国
、
県
、
嶺
南
市
町
や
自
衛
隊
等
関

係
機
関
か
ら
約
１
，
８
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

30
日
㈯
に
は
、
美
浜
原
発
か
ら
半
径

30
㌔
圏
内
の
敦
賀
市
や
美
浜
町
等
の
住

民
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
、
自
家
用
車
で

の
個
人
避
難
、
バ
ス
で
の
集
団
避
難
に

加
え
、
要
支
援
者
が
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
避
難
し
ま
し
た
。
ま
た
、
う

み
ん
ぴ
あ
大
飯
や
小
浜
市
総
合
運
動
場

で
は
、　

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
・
簡

易
除
染
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

各
避
難
所
に
移
動
し
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

（
テ
ン
ト
）
や
簡
易
ベ
ッ
ド
の
組
み
立

て
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

▲ スクリーニング検査を受ける避難者

▲ 新型コロナウイルスを想定した避難

者
役
を
配
置
し
ま
し
た
。
避
難
の
際
に
、

そ
の
他
の
避
難
者
と
接
触
す
る
こ
と
な

く
隔
離
し
た
状
態
を
維
持
し
て
避
難
で

き
る
環
境
を
整
え
、
実
際
に
避
難
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
万
が
一
に
備
え
コ
ロ

ナ
禍
で
も
安
心
し
て
避
難
で
き
る
よ
う

に
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
名
田
庄
体
育
館
で
は
、
感
染

予
防
対
策
で
避
難
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
す

る
シ
ナ
リ
オ
が
盛
り
込
ま
れ
、
急き
ゅ
う
き
ょ遽

、

高
浜
中
央
体
育
館
へ
避
難
先
を
変
更
す

る
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
数
が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
い
つ

再
度
感
染
者
が
増
加
す
る
か
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
訓
練
で
は
、
避
難
者
の
中
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
や
濃
厚
接
触

コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応

※

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
美
浜
町
の
福
祉

施
設
入
所
者
役
の
職
員
が
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
楊
梅
苑
へ
避
難
し
ま
し
た
。

避
難
に
は
、
関
西
電
力
㈱
が
所
有
す
る

車
い
す
に
乗
っ
た
ま
ま
搬
送
で
き
る
福

祉
車
両
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
避
難
先

で
は
、
課
題
と
さ
れ
て
い
た
要
支
援
者

の
ト
イ
レ
や
浴
室
へ
の
移
動
、
ベ
ッ
ド

で
の
介
護
手
順
な
ど
を
確
認
し
、
避
難

が
要
支
援
者
の
大
き
な
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
に
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

要
支
援
者
の
避
難

※ 

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

　

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
（
避
難

　

退
域
時
検
査
）
と
は
、
放
射
性

　

物
質
が
衣
服
や
体
の
表
面
に
付

　

い
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る

　

こ
と
を
い
い
ま
す
。
検
査
の
結

　

果
、
基
準
値
を
超
え
る
放
射
性

　

物
質
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、

　

簡
易
除
染
を
行
い
ま
す
。

用
語
解
説



6

指
定
管
理
者
リ
ラ
イ
ト
お
お
い
㈱

　

☎
０
７
７
０
・
59
・
１
２
２
８

お
お
い
町
複
合
商
業
施
設

お
お
い
町
複
合
商
業
施
設 

情
報
情
報

誰
も
が
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
れ
る

場
所
に

　

施
設
名
称
を
決
め
る
際
、〝
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ

（
公
園
）〞
と
い
う
単
語
が
入
っ
た
名

称
が
候
補
に
上
が
り
、
こ
れ
は
ぜ
ひ

取
り
入
れ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
公
園
と
い
う
も
の
は
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
も
が
ふ

ら
っ
と
立
ち
寄
り
く
つ
ろ
げ
る
場

所
で
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
公
園
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

遊
び
が
あ
り
、
出
会
い
が
あ
り
、

発
見
が
あ
る
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う

に
、
こ
の
施
設
を
訪
れ
る
皆
さ
ん

に
と
っ
て
、
何
か
新
し
い
き
っ
か

け
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
と
い
う
意

味
を
〝
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
〞
と
い
う
言
葉
に

込
め
て
い
ま
す
。

▲ 施設への思いを出店希望者に語る村松代表

▲ SEE SEA PARK が町の玄関口となり、町内の
　 さまざまな場所に足を運んでもらいます

　

道
の
駅
や
こ
ど
も
家
族
館
も
あ
る

う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
エ
リ
ア
に
建
設
さ

れ
る『
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
』。

た
だ
こ
の
一
帯
だ
け
が
盛
り
上
が
っ

て
い
て
も
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
に
は
本
郷
、
大
島
、
佐
分
利
、
名

田
庄
と
、
特
徴
の
異
な
る
地
域
が
あ
り

ま
す
が
、
我
々
は
『
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
』
を
含
む
う
み
ん
ぴ
あ
エ

リ
ア
を
町
の
玄
関
口
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
エ
リ
ア
を
最

終
目
的
地
と
す
る
の
で
は
な
く
、
こ

の
エ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
て

町
へ
足
を
運
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

町
内
事
業
者
の
店
舗
や
地
域
の
ス

ポ
ッ
ト
と
い
っ
た
各
所
に
、
こ
の
エ

リ
ア
か
ら
多
く
の
人
に
足
を
運
ん
で

も
ら
い
、
滞
在
時
間
を
増
や
し
て
い

た
だ
く
。
そ
し
て
、
町
内
を
満
喫
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

連
載
第
7
回
目
と
な
る
今
回
の

広
報
紙
で
は
、『
Ｓシ

ー
Ｅ
Ｅ

Ｓシ

ー
Ｅ
Ａ

Ｐパ

ー

ク

Ａ
Ｒ
Ｋ
』
の
指
定
管
理
会
社
で
あ

る
『
リ
ラ
イ
ト
お
お
い
株
式
会
社
』

共
同
代
表
の
村
松
弘
康
さ
ん
に
、
施

設
に
か
け
る
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

こ
の
場
所
だ
け
で
は
終
わ
ら
せ

な
い



　令和３年分の所得税および令和４年度の住民税申告の受付は、令和４年２月１６日㈬から３月
１５日㈫までとなります。この申告は、令和４年度の個人住民税や国民健康保険税などの課税基礎
資料にもなります。
　また、所得課税証明書などの発行にも必要なので、忘れずに申告してください。無職や休職で
１年間何も収入がなかった人も、収入がない旨の住民税申告が必要です。

　申告相談会場は、今回も２会場ですが、日程により会場を開設していない日がありますので、
ご注意ください。
　また、混雑を防ぐため、対象地区を設定している日があります。対象となる日以外にもお越し
いただいくことも可能ですが、できる限り対象となる日にお越しいただき、また、分散にご協力
ください。詳しくは次の表をご覧ください。

開 催 日 会　場
対 象 地 区・受付時間

会　場
対 象 地 区・受付時間

9時から 11時 13時から 16時 9時から 11時 13時から 16時

2月

16日（水）

総合町民センター
2階 第 2会議室

本郷地区 大飯地区全域

里山文化交流
センター
リハーサル室

納田終～下 名田庄地区全域

17日（木） 本郷地区 大飯地区全域 納田終～下 名田庄地区全域

18日（金） 本郷地区 大飯地区全域 小倉～三重 名田庄地区全域

21日（月） 佐分利地区 大飯地区全域 小倉～三重 名田庄地区全域

22日（火） 大島地区 大飯地区全域
名田庄地区全域

24日（木）

25日（金）

大飯地区全域
28日（月）

3月

  1 日（火）

  2 日（水）

  3 日（木）
名田庄地区全域

  4 日（金）

  7 日（月）

大飯地区全域  8 日（火）

  9 日（水）

10日（木）
名田庄地区全域

11日（金）

14日（月） 大飯地区全域

15日（火） 名田庄地区全域

税務地籍課　　☎ 77-4052 申住 税民 告

※ 申告相談は、税務地籍課窓口では受け付けていませんので、各会場でお願いします。

告確 申定 、税得所

7
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区分 職名 人数

一般行政職

主事級 55

主査級 39

課長補佐級 34

課長級 19

技能労務職 3

その他 19

合計 169

部門・区分 3年 2年

一般行政 121 123

教育関係 29 29

公営企業等 19 18

合計 169 170

職員数
給与費 1人当たり

給与費給料 職員手当 計

150 人 5億4,027万円 2億8,619万円 8億2,646万円 551 万円

区分 大学卒 高校卒

初任給 171,700 円 150,600 円

経験年数10年 239,980 円 208,733 円

経験年数15年 281,800 円 270,375 円

経験年数20年 311,380 円 297,900 円

1人当たり平均支給額（2年度） 143 万円

2年度支給割合 期末手当　2.55 月分 勤勉手当　1.90 月分

区分 内容 手当額

扶養手当

配偶者 6,500 円

子 10,000 円

父母等 6,500 円

住居手当 借家
（家賃額に応じた計算方法有）

28,000 円が限度

通勤手当 片道 2km以上で 5kmごとに定める額
（※自動車等を使用する場合）

60km以上
31,600 円が限度

人件費の公表
おおい町の職員や三役、議会議員の給料手当など主なものに

ついて公表します。ここに掲載する給与などは、税金や各種

保険料等を引く前の額でいわゆる手取り額ではありません。

金額は令和３年 4 月 1 日現在のものです。
総務課　　☎ 77-4050

職員の退職手当
区分 自己都合 勧奨・定年

勤続 20年 19.6695 月分 24.586875月分

勤続 25年 28.0395 月分 33.27075 月分

勤続 35年 39.7575 月分 47.709 月分

最高限度額 47.709 月分 47.709 月分

1人当たり
平均支給額
（2年度）

977 万円

区分 給料・報酬月額 期末手当

町長 850,000 円
2年度支給割合

3.35 月分
副町長 670,000 円

教育長 560,000 円

議長 300,000 円
2年度支給割合

3.25 月分
副議長 245,000 円

議員 235,000 円

特別職の報酬など

2年度支給額 1,369 万円

職員1人当たり平均支給年額 8.2 万円

時間外勤務手当

区分 一般行政職 技能労務職

平均給料月額 307,400 円 230,600 円

平均年齢 43.3 歳 52.0 歳

平均給料と年齢

区分 住基人口 歳出額（Ａ）

2 年度 8,143 人 113 億 94万円

人件費（Ｂ） 人件費比率（B/A)

14 億 7,515 万円 13.1％

（２年度末）

人件費の状況(地方財政状況調査（普通会計））職員の状況

一般行政職の初任給と平均給料

部門別職員数 (定員管理調査)

扶養手当・住居手当・通勤手当

職員の期末勤勉手当

職員給与 (令和2年度地方財政状況調査（普通会計）)
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地
域
の
た
め
に
走
り
続
け
る

　

軽
快
な
音
楽
と
と
も
に
、
本
郷

や
佐
分
利
の
各
地
区
を
巡
る
移
動

販
売
車
を
皆
さ
ん
は
ご
存
知
だ
ろ

う
か
。

　

移
動
販
売
車
に
刻
ま
れ
た
名
前

は
「
Ⅰ
い

ま

Ｍ
Ａ
Ｈ
谷
口
」。
高
齢
者
や

車
が
使
え
な
い
人
が
手
軽
に
買
い

物
で
き
る
よ
う
に
、
事
業
主
で
あ

る
谷
口
石
和
さ
ん
は
お
お
い
町
内

を
販
売
車
で
巡
っ
て
い
る
。

　

き
っ
か
け
は
15
年
前
。
も
と
も

と
会
社
員
と
し
て
働
い
て
い
た
が
、

自
分
の
役
職
が
変
わ
っ
た
こ
と
で

転
職
を
考
え
始
め
た
と
い
う
。
そ

ん
な
時
、
移
動
販
売
の
話
が
舞
い

込
ん
で
き
た
。「
佐
分
利
で
行
商
を

し
て
い
る
人
が
、
も
う
す
ぐ
店
じ

ま
い
す
る
と
聞
い
た
ん
で
す
。
僕

は
昔
か
ら
叔
父
に
〝
こ
れ
か
ら
は

高
齢
者
が
増
え
て
来
る
か
ら
、
そ

う
い
う
人
の
た
め
に
な
る
仕
事
に

就
い
た
ほ
う
が
い
い
〞
と
教
え
ら
れ

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
人
か
ら

事
業
を
引
き
継
ぐ
形
で
今
の
移
動
販

売
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。」

人
と
話
す
の
が
も
と
も
と
好
き
だ
っ

た
谷
口
さ
ん
は
、
今
の
仕
事
が
自
分

に
と
っ
て
の
天
職
だ
と
話
す
。

　

ま
た
、
い
つ
も
利
用
し
て
く
れ
る

お
客
さ
ん
が
、
家
の
中
で
具
合
を
悪

そ
う
に
し
て
い
た
の
で
救
急
車
を
呼

ん
だ
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
ま
さ
に

地
域
の
見
守
り
役
だ
。

最
近
は
元
気
な
高
齢
者
が
増
え
て
き

た
こ
と
で
、売
上
げ
は
下
が
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
。
谷
口
さ
ん
は
「
確
か
に
み

ん
な
が
元
気
に
な
っ
た
り
近
く
に
ス
ー

パ
ー
が
で
き
た
り
と
、
売
上
は
少
し
落

ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
た
だ
地
域
に
は

僕
の
よ
う
な
役
割
を
す
る
人
が
一
人
は

い
て
も
い
い
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
お
お
い
町
を
走
り
続
け
ま
す
。」
と
話

を
締
め
く
く
っ
て
く
れ
た
。 佐分利地区在住

谷
たにぐち

口 石
いしかず

和 さん

大
島
の
カ
ラ
フ
ル
な
建
物
の
正
体
！

　

最
近
、
大
島
に
で
き
た
黄
・
緑
・

青
の
三
色
で
彩
ら
れ
た
建
物
。
実

は
こ
の
建
物
の
青
色
の
区
画
で
は
、

大
島
初
と
な
る
美
容
室
が
営
ま
れ

て
い
る
。

　

店
を
切
り
盛
り
す
る
の
は
大
島

出
身
の
槙
玲
子
さ
ん
だ
。「
高
校
卒

業
と
同
時
に
、
大
阪
へ
出
ま
し
た
。

最
初
は
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
を
し
て
い

た
の
で
す
が
、
高
校
生
の
頃
に
し

て
い
た
バ
イ
ト
が
き
っ
か
け
で
美

容
室
へ
就
職
。
働
き
な
が
ら
美
容

師
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。」
そ
こ

か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、
美
容
師
と

し
て
大
阪
で
働
き
続
け
た
。

　

し
か
し
、
実
家
が
飲
食
店
を
し
て

い
る
関
係
で
お
お
い
町
へ
U
タ
ー

ン
。
そ
の
際
、
実
家
を
継
げ
る
よ

う
に
大
阪
で
調
理
師
免
許
も
取
得

を
し
た
。「
た
だ
、
お
お
い
町
へ
戻

る
と
実
家
を
継
ぐ
こ
と
に
疑
問
を

感
じ
ま
し
た
。
地
元
大
島
の
た
め

に
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
他
に

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
し
て
た

ど
り
着
い
た
答
え
が
大
島
初
の
美

容
室
だ
っ
た
ん
で
す
」
と
話
す
槙

さ
ん
。

　

店
舗
は
小
浜
の
従
兄
弟
が
建
て
て

く
れ
た
。店
の
名
前
は「
Ｌれ

も

ん

Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
」。

3
文
字
の
簡
単
な
言
葉
で
、
老
若
男
女

が
覚
え
や
す
い
名
前
を
つ
け
た
。
こ
の

お
店
に
は
幅
広
い
世
代
の
人
が
訪
れ

る
。「
お
店
を
運
営
し
て
い
て
面
白
い

の
は
、
雨
の
日
に
お
客
さ
ん
が
多
く
な

る
こ
と
で
す
。
晴
れ
た
日
は
農
作
業
を

し
て
い
る
人
た
ち
が
、
雨
に
な
る
と
み

ん
な
や
る
こ
と
が
な
く
な
り
お
店
に
押

し
寄
せ
る
。
天
気
に
左
右
さ
れ
、
予
約

も
な
く
お
店
に
来
る
感
じ
が
な
ん
と
も

大
島
ら
し
く
て
好
き
で
す
。
（笑）
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

　

今
後
の
彼
女
の
活
動
は
大
島
を

よ
り
明
る
く
し
て
く
れ
そ
う
だ
。

大島地区在住

槙
まき

玲
れい こ

子 さん

　

こ
ん
に
ち
は
。
お
お
い
町
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
渡
邊
敢
太
で
す
。

　

い
き
な
り
個
人
的
な
話
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
先
日
、
僕
が
住
ん
で
い

る
名
田
庄
城
の
庭
で
近
所
の
人
と
お
で

ん
を
食
べ
ま
し
た
。
寒
空
の
下
、
ア
ツ

ア
ツ
の
お
で
ん
を
食
べ
る
あ
の
感
じ
が

た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
お
で

ん
だ
け
で
は
体
が
温
ま
り
き
ら
な
か
っ

た
の
で
、
町
内
に
あ
る
酒
屋
さ
ん
で

買
っ
た
日
本
酒
を
熱
燗
で
一
杯
。
こ
れ

で
体
は
ポ
カ
ポ
カ
で
し
た
。

　

そ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
満
月
。
真
円
に

近
し
い
そ
れ
を
鑑
賞
し
つ
つ
、
夜
風
に

あ
た
り
、
温
ま
っ
た
体
を
冷
ま
す
。
と

て
も
風
情
の
あ
る
宴
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
体
を
温
め
る
だ
け
の
つ
も

り
が
、
つ
い
つ
い
お
酒
が
す
す
み
、
次

の
日
、
ひ
ど
い
二
日
酔
い
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
…
…
。
（笑）

『　　　　』

地域お
こし協力隊と
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　生活支援ハウスは、冬場など、高齢で自宅での生活に不

安がある人が、健康で安心した生活を送れるように一時的

に住居を提供し、支援することを目的とした施設です。

町内には、「あっとほ～むいきいき館」（名田庄下）の中に

あり、名田庄診療所や公衆浴場「ご湯っくり」も併設され

ています。

■ 地域包括支援センター
　 （保健福祉センターなごみ内）
 　☎ 77-2770

■ 保健福祉室
　 （あっとほ～むいきいき館内）
　 ☎ 67-2000

　町内に住所のあるおおむね６０歳以上で、次のいずれかに該当し、

高齢などのため独立して生活することに不安のある人です。

■ ひとり暮らし

■ 夫婦のみの世帯

■ 家族による援助を受けることが困難

　詳しくは以下まで、お気軽にご

相談ください。

利用できる人利用できる人 冬場、雪で
不便

な時期にご
利用

になられる
こと

が多いです
。

生活支援ハウス ～ みんなの笑顔と元気のために！～ みんなの笑顔と元気のために！
　　　　　 自立した生活を応援します ～　　　　　 自立した生活を応援します ～

生活支援
ハウスっ

てどんな
ところな

のかな？

洋室（1人部屋）

　１人部屋（和室・洋室）と２人部屋（洋室）があり、各部屋には

ミニキッチン、トイレ、冷蔵庫、エアコンなどの設備があります。

また、共同のお風呂、洗濯場もあります。

※ その他の家具や日常生活用品は各自でご用意いただきます。

■ 一定期間、住居を提供します。

 　　（期間は最大１２か月です。必要と認められば最大６か月の延長も可能です）

■ 日常生活上の相談、助言や緊急時の対応などを行い、安心した

      生活が送れるようサポートします。

設　備設　備

■ 部 屋 代：年金など前年の収入に応じて、

　　　　　　 　月額０円から５万円になります。

■ 光熱水費：１人部屋は日額２００円、

 　　　　　　　２人部屋は日額３００円です。

利用料金利用料金

和室（1人部屋）

　利用には申請が必要です。

　申請後、入居判定を行い利用の可否を決定します。

利用方法利用方法
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【
野
菜
類
】

柚
子
・
水
菜
・
長
ネ
ギ
・
ほ
う
れ
ん
草
・

カ
ツ
オ
菜

【
魚
介
類
】

寒
鯛
（
コ
ブ
鯛
）・
ブ
リ
・
ア
ン
コ
ウ
・

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
・
ヒ
ラ
メ

【
草
花
類
】

カ
ン
ノ
ン
ソ
ウ
・
サ
ザ
ン
カ
・
椿
・
水
仙
・

カ
ン
ア
オ
イ
・
ト
ウ
ロ
ウ
バ
イ

　

こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

旬
の
食
べ
物
は
美
味
し
い
で
す

し
、
お
安
く
な
っ
て
る
と
思
う
の

で
是
非
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

　

園
芸
が
ご
趣
味
の
方
は
草
花
類

も
参
考
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ち
な
み
に
旧
暦
の
〈
十
二
月
・

晩
冬
〉
は
新
暦
の
来
年
１
月
３
日

か
ら
、
そ
し
て
旧
暦
の
新
春
は
新

暦
の
２
月
１
日
か
ら
、
今
年
よ
り

少
し
早
い
春
の
入
り
の
模
様
。

　

こ
れ
か
ら
冬
本
番
で
す
。
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。

　
「
旧
暦
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
道
の
駅

う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
・
道
の
駅
名
田

庄
に
て
好
評
販
売
中
。
お
試
し
く

だ
さ
い
。

と
暦

エエ
トト
セセ
トト
ララ

星
の

【
暦
と
星
で
楽
し
み
隊
】　

中
村　

賢
一

　

新
暦
で
は
も
う
12
月
〈
師し

わ
す走

〉
で

す
ね
。
冬
で
す
。
み
な
さ
ん
お
変
わ

り
な
き
よ
う
に
。

　

今
年
は
新
暦
12
月
４
日
よ
り
旧
暦

の
霜し

も
つ
き月

〈
十
一
月
〉
に
入
り
ま
す
。

霜
月
は
旧
暦
の
〈
中ち

ゅ
う
と
う冬
〉
に
な
り
、

本
格
的
な
冬
入
り
の
月
で
す
。
昨
年

は
新
暦
12
月
15
日
か
ら
霜
月
で
し
た

の
で
、
今
年
は
昨
年
よ
り
少
し
早
め

に
冬
入
り
の
模
様
。
冬
ら
し
い
冬
か

な
と
思
っ
て
ま
す
。

　

新
暦
12
月
７
日
が
二
十
四
節
気
の

〈
大た

い
せ
つ雪
〉
に
な
り
ま
す
。
こ
の
〈
大
雪
〉

と
は
、
山
の
峰
が
雪
に
覆
わ
れ
て
い

る
季
節
と
い
う
意
味
で
、
本
格
的
な

冬
を
感
じ
る
頃
で
す
。

　

そ
し
て
、
新
暦
12
月
22
日
は

〈
冬と

う
じ至

〉
と
な
り
ま
す
。
昼
の
時
間
が

１
年
で
最
も
短
く
な
る
日
で
、
寒
さ

が
本
格
的
に
な
っ
て
冬
本
番
突
入
と

い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
の
旧
暦
霜
月
に
旬
と
な
る
、

お
す
す
め
の
食
物
や
草
花
を
あ
げ
て

み
ま
し
ょ
う
か
。

11
月
７
日
㈰
、
今
年
で
５
回
目
を

迎
え
た
『
お
お
い
町
ま
ち
づ
く
り
政

策
コ
ン
テ
ス
ト
』。
今
回
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点

か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
政
策
発
表
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、５
大
学
７
班
（
約
60
人
）

の
大
学
生
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
、

町
を
よ
り
魅
力
的
に
す
る
た
め
に
、

未
来
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ

デ
ア
を
政
策
提
言
と
し
て
発
表
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
発
表
会
当
日
の
様
子
を
動

画
に
し
、〝
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
〞
で

配
信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
班
の
政
策
提
言
は
次

の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
課　

☎
77
・
4
0
5
1

■
政
策
発
表
会
参
加
者
一
覧

・
ま
ち
づ
く
り
超
会
議
（
近
畿
大
学
）

『
広
葉
樹
林
化
に
よ
る
森
林
機
能
の
回
復
を

利
用
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
』

・
チ
ー
ム
Ｏ
Ｇ
Ｕ
（
大
阪
学
院
大
学
）

『
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
×
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
』

・
お
も
い
で
な
環
ま
ち
ー
ズ（
近
畿
大
学
）

『
お
お
い
町
の
食
の
魅
力
を
利
用
し
た

　

観
光
資
源
の
創
造
』

・
ち
ょ
ー
い
い
お
お
い
ち
ょ
ー（
近
畿
大
学
）

『
ク
リ
ア
テ
ン
ト
を
活
用
し
た
観
光
産

　

業
の
活
性
化
・
施
設
の
魅
力
向
上
』

・
な
み
の
り
Ｓ
Ａ
Ｎ（
福
井
県
立
大
学
）

『〝
う
み
ん
ぴ
あ
〞
に
「
ミ
ニ
お
お
い
町
」

　

を
創
ろ
う
』

・
都
市
設
計
研
究
室
（
関
西
大
学
・

　

関
西
大
学
大
学
院
）

『
垣
根
を
超
え
た
共
創
に
よ
る
、
自
立

　

し
持
続
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
』

・
大
阪
成
蹊
大
学
経
営
学
部
公
共
政
策

　

コ
ー
ス
（
大
阪
成
蹊
大
学
）

『
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

　

リ
ズ
ム
の
促
進
』

Youtube
おおい町

政策コンテスト



　北陸郵便局長協会から町に車いすの寄贈がありまし
た。寄贈された車いすは、町内介護サービス事業所で
ご活用いただくため、各法人に贈りました。
（10月 21日（木）　おおい町役場）

　名田庄小倉区で養蜂の研修会が行われました。参加
者は採蜜などについて実演を交えながら、講義を受
け、採れたての蜂蜜を試食しました。
（10月 23日（土）　名田庄小倉区）

野
尻
区
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

　

お
お
い
町
集
落
ぐ
る
み
町
民
指

標
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
と
し
て
、

休
耕
田
に
コ
ス
モ
ス
を
栽
培
し
ま

し
た
。
10
月
９
日
㈯
に
は
、
秋
晴

れ
の
下
花
見
会
が
行
わ
れ
、
多
く

の
区
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　『めざせ！忍者への道』が行われました。参加した
子どもたちは、一流の忍者を目指して修行に取り組
みました。
（10月２4日（日）　こども家族館）

　『チョコマシュほほえみビート 2021 秋』が開催され
ました。チョコマシュ・フラワーズの躍動感あふれ
るダンスは来場した人々を大いに盛り上げました。
（11月 7日（日）　図書館・郷土資料館横芝生広場）

1313

　『本郷地区高齢者交通安全教室』が行われました。た
くさんの参加者が集まり、交通安全シミュレーター体
験を交えて交通安全の知識を深めました。
（10月 7日（木）　総合町民センター）
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（はまかぜ交流センター）☎ 77-3011

し～まいるジム
11日（土）9:00 ～ 12:00
※アクアマリンインストラク
ターが指導します。

手芸教室
7日（火）13:00 ～ 15:30
講師　中島　敦子 氏
対象　教室生

おおい町公式ホームページで、随時おおい町公式ホームページで、随時

公民館・図書館情報を発信中です！公民館・図書館情報を発信中です！

詳しくは、こちらのＱＲコードを詳しくは、こちらのＱＲコードを

読み取ってください。読み取ってください。

（里山文化交流センター）☎ 67-3250 （総合町民センター）☎ 77-1140

ふれあいサロンすみれ
8日（水）
13:30 ～ 15:00
内容　スティックリングなど

第 3回ボクササイズ教室
（全 5回）
15 日（水）
19:00 ～ 20:30
講師　鈴木　元浩 氏
対象　教室生

歴史教室
4日（土）13:30 ～ 15:00
場所　若州一滴文庫　茅葺館
講師　下森　弘之 氏（若州一滴文庫学芸員）
内容　地名と家名から考える大飯の歴史
定員　15名

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
教
室
等
に
参
加
さ
れ
る
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
、
感
染
対
策
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

パソコン教室
4日 ,11 日 ,18 日（土）13:30 ～ 15:30
講師　左中　光実 氏
内容　確定申告　e-Tax の操作
定員　10 名
参加費　100 円
持ち物　パソコン

つまみ細工でフラワーボックス作り教室
5日 ,12 日（日）9:00 ～ 12:00
講師　藤井　好美 氏
内容　つまみ細工作り
参加費　1,900 円（材料費含む）
定員　10名
持ち物　まっすぐで先のとがったピンセット , タオル

カルチャーゴガク
18（土）
13:30 ～ 15:30
場所　若州一滴文庫　茅葺館
講師　田中　佑典 氏
　　　（生活芸人／語学教室　
　　　「カルチャーゴガク」主宰）
内容　台湾の文化と語学を楽
　　　しく学ぶ。
定員　15名

スティックリングde交流！
23 日（木）
14:00 ～ 15:30
場所　本郷小学校　体育館
内容　スティックリングを通
　　　じて大人と子供の交流
　　　を楽しもう！
定員　50 名
持ち物　内履き , 飲み物 ,
　　　　動きやすい服装

おおい町文化協会特別展
10 日（金）～ 12日（日）9:00 ～ 17:00 ※ 12 日は 15:00 まで
内容　渡辺淳氏の絵画をはじめ、県文協選抜美術展に出展を予定
　　　していた作品を展示。

カラーサンドアート教室
5日（日）10:00 ～ 11:00
講師　柴田　名央 氏
対象　5歳～小学生とその保護者
定員　10組
参加費　500 円（1作品につき）
申込締切　11月 16 日（火）

星空教室
7日（火）17:30 ～ 19:30
（天候不良の場合は 9日（木）まで順延します。）
場所　成海緑地周辺（よく見える場所を選びました）
講師　中塚　一成 氏
対象　どなたでも（ただし , 中学生以下は保護者同伴）
内容　”細い月 ”と惑星の接近を観よう
定員　5～ 7組
参加費　無料

米ぬか温湿布で温まろう
11日（土）
13:30 ～ 15:30
場所　あっとほ～むいきいき館
講師　藤原　はるみ 氏
定員　10 名
材料費　800 円
申込締切　12月 8日（水）

フラワーアレンジメント教室
25日（土）
13:30 ～ 15:30
講師　細川　佐絵子 氏
定員　15 名
参加費　2,600 円（材料費含む）
持ち物　はさみ
申込締切　12月 11 日（土）

年末年始の休館日について年末年始の休館日について
社会教育課関連施設の年末年始の休館日は以下のとおり
です。各館の通常の休館日も含めて表示しています。
　■ 12月 27 日（月）～ 1月 4日（火）
　　◇大飯図書館・郷土史料館
　■ 12 月 28 日（火）の夜間～ 1月 3日（月）
　　◇おおい町総合運動公園内各施設
■ 12月 28 日（火）～ 1月 4日（火）
　　◇名田庄公民館　◇名田庄図書館　◇若州一滴文庫
■ 12月 29 日（水）～ 1月 3日（月）
　　◇本郷公民館　◇佐分利公民館　◇大島公民館

　2021 年も、コロナ禍の 1年となりましたが、感染症
対策へのご理解とご協力のもと、多数の教室・事業に
ご参加いただき誠にありがとうございました。
　2022 年も様々な教室・事業を予定しておりますので
どうぞよろしくお願いいたします。
　皆様のご参加をお待ちしております！

クリスマスコンサートクリスマスコンサート
12月 19 日（日）
開場 13:30 ～　開演 14:00
場所　里山文化交流センター
出演　トランペット☆ヒーローズ
定員　100 名
　　　※事前申込みが必要です。
入場料　無料
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☎ 77-2820☎ 67-3703

12月
布絵本の会
1日（水）
13:30 ～ 16:00
内容　布絵本作り

出張図書館
9日 ,23 日（木）10:30 ～ 11:30
場所　あっとほ～むいきいき館

しろくまちゃんといっしょ♪はっちゃん ver
21 日（火）11:00 ～ 11:30
語り手　松宮　初美 氏
対象　0歳からの乳幼児と保護者
内容　絵本の読み聞かせとわらべ歌あそび

おはなしのへや
9日（木）
16:20 ～ 16:30
対象　幼児～小学校低学年
内容　絵本の読み聞かせ

まいるっ子クラブ（大島）
毎週土曜日 8:40 ～ 9:40
場所　大島公民館
対象　小学 2年生以上
内容　そろばん教室
【問合せ先】　大島公民館　☎ 77-3011

佐分利のエブリっ子クラブ（佐分利）
毎週土曜日 13:30 ～ 14:20
場所　佐分利公民館
対象　小学 2年生以上
内容　そろばん教室
【問合せ先】　佐分利公民館　☎ 78-1211

（ふるさと交流センター）☎ 78-1211

脳トレ・マージャン教室
8日 ,22 日（水）13:30 ～ 15:30
講師　江崎　英二 氏
内容　脳の活性化と仲間作りに。初心者のための教室です。
定員　16名
参加費　100 円

公民館カフェ
10日 ,24 日（金）
9:00 ～ 16:00
内容　フリースペースでお過
　　　ごしください。

第3回ギター教室（全6回）
17 日（金）
19:30 ～ 21:00
講師　田中　克幸 氏
対象　教室生
参加費　100 円

つるし飾り教室
5日（日）
13:30 ～ 15:30
講師　川口　典子 氏
内容　布小物を作って、つるし
　　　飾りを仕上げます。
参加費　100 円（別途材料費
　　　　がかかります。）

募集内容　①人権に関するメッセージ（文字数自由）
　　　　　②人権に関する標語
　　　　　※①②ともに、住所・氏名を明記する。
　あらゆる人権問題を考えるきっかけとして、日常生活の中で、
人権について感じたこと、考えたことを作品にしてみませんか。
※各部門の最優秀作品は看板にし、町内に掲示します。
【提出先】　社会教育課、町内各公民館
【問合せ先】　社会教育課　☎ 77-1150

人権に関するメッセージ・標語募集！人権に関するメッセージ・標語募集！

名田庄図書館まつり名田庄図書館まつり
12月 12 日（日） 9:00 ～ 16:00
場所　里山文化交流センター
内容　古雑誌市 , バルーンアート体験 , 人形劇 , 人村朱美朗読会

募集期間：令和 3年 12 月 1日（水）～募集期間：令和 3年 12 月 1日（水）～

　

教
室
を
中
止
・
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
内
有
線
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

いきいき運動教室
1日（水）
10:00 ～ 11:30
対象　65 歳以上の方
内容　元気アップ体操で体を
　　　動かした後 , ボッチャ
　　　やスティックリングな
　　　どのニュースポーツ体
　　　験をします。

くらしの裏ワザ教室（年末編）
内容　年末のお掃除やお正月の準備に
　　　ちょっと役立つ裏ワザを紹介します。
　　　①網戸の掃除
　　　②換気扇掃除
　　　③お風呂場の鏡の曇り防止
　　　④切り花を長持ちさせる方法

動画は、こちらのQRコードを読み込んでください。

読書会
19日（日）10:00 ～ 11:30
テキスト　「大雪物語」　藤田　宜永 著

しかけカード作りワークショップ
19日（日）9:00 ～ 16:00 受付
内容　大切な人に,記念日に,かわいいしかけカードを作ろう！

映画会
26日（日）第 1部 10:00 ～　第 2部 14:00 ～
上映作品　ふしぎ駄菓子屋銭天堂　※要申込

ニャン公塾（本郷）
12月 12 日（日）10:00 ～ 11:30
場所　総合町民センター
対象　塾生
内容　おもしろハンコ作り
【問合せ先】　本郷公民館　☎ 77-1140

令和 4年 1月 14 日（金）令和 4年 1月 14 日（金）
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I N F O R M A T I O NI N F O R M A T I O N

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、
令
和
３
年
度
中
に
町

の
生
活
安
定
資
金
等
貸
付
制
度
に

よ
り
融
資
を
受
け
た
人
の
う
ち
、
収

入
が
前
年
度
に
比
べ
減
少
し
た
人

に
対
し
、
町
が
利
子
補
給
を
行
う
制

度
で
す
。

■
交
付
対
象
期
間

　

当
初
借
入
日
か
ら
返
済
満
了
ま
で

■
交
付
方
法
等

　

利
子
額
の
う
ち
、
返
済
し
た
こ
と

が
確
認
で
き
た
金
額
に
つ
い
て
、
年

度
末
に
申
請
（
延
滞
利
息
は
含
ま
な

い
）。

　

生
活
安
定
資
金
等
貸
付
制
度
の
概

要
な
ど
、
詳
し
く
は
、
次
の
取
扱
金

融
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
浜
信
用
金
庫
（
大
飯
支
店
）　

　

☎
77
・
１
１
２
２

　

北
陸
労
働
金
庫
（
小
浜
支
店
）　

　

☎
52
・
１
９
４
６

住民窓口課　☎77-4053 社会教育課　☎77-1150

令
和
３
年
度
生
活
安
定
資
金

令
和
３
年
度
生
活
安
定
資
金

等
利
子
補
給
制
度
の
ご
案
内

等
利
子
補
給
制
度
の
ご
案
内

し
ご
と
創
生
室　

☎
77
・
9
0
3
0

雪
に
備
え
る
週
間
に
つ
い
て

雪
に
備
え
る
週
間
に
つ
い
て

12
月
１
日
㈬
か
ら
12
月
７
日
㈫

は
、『
雪
に
備
え
る
週
間
』
で
す
。

冬
季
の
安
全
・
安
心
な
生
活
を
確
保

す
る
た
め
に
、
本
格
的
な
冬
の
到
来

の
前
に
、各
家
庭
、地
域
社
会
、学
校
、

職
場
ご
と
に
、
し
っ
か
り
雪
に
備
え

ま
せ
ん
か
。

■
除
雪
に
つ
い
て
の
お
願
い

・
外
出
は
慎
重
に
！

　

大
雪
時
は
除
雪
に
伴
う
交
通
規
制

を
行
う
た
め
、
不
要
な
外
出
は
避
け

て
く
だ
さ
い
。

・
放
置
駐
車
厳
禁
！

　

自
動
車
を
道
路
上
に
放
置
す
る
と

除
雪
作
業
が
大
幅
に
遅
れ
ま
す
。
ま

た
放
置
駐
車
は
法
律
の
違
反
に
も
な

り
ま
す
の
で
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
県
内

の
冬
期
道
路
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
お
出
か
け
の
前
に
確
認
し
、
ス

リ
ッ
プ
等
に
注
意
し
て
安
全
運
転
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

みち情報ネット
ふくい

ホームページ

おおい町
ホームページ
生活安定資金等
利子補給制度

おおい町成人式おおい町成人式
■日　時　　
　　令和 4 年１月９日㈰
　　午後１時から
■場　所　　
　　総合町民センター　大ホール

令和4年

■ 日時・場所

　１２月8日（水）　午前１０時から正午
　　大飯地域　　総合町民センター
　　名田庄地域　里山文化交流センター

　国際連合は、基本的人権および自由を尊
重し確保するために、１２月１０日を「人
権デー」と定めています。　町では、人権
週間に伴い次のとおり特設人権相談所を開
設します。相談は無料です。
　また、人権週間に合わせ総合町民セン
ターおよび里山文化交流センターで中学生
人権ポスターコンクール入賞作品を展示し
ています。ぜひご覧ください。

『第７3回人権週間』
１２月４日から１０日は、

です

嶺
南
振
興
局
小
浜
土
木
事
務
所

  

☎
0
5
0
・
3
1
9
6
・
1
2
9
1

※ 感染防止のため、入場券をお持ちでない人
　は会場に入れません。ご了承ください。



人　身 7 件
死　 者 0 人
傷　 者 7 人
物　 損 120 件

内交通事故発生状況

死亡事故 0
ゼロ

継続日数

（2021年１月１日～10月30日）町

696 日

　

土
地
・
建
物
、
会
社
・
法
人
の
登
記
事

項
証
明
書
の
請
求
に
は
、
自
宅
や
オ
フ
ィ

ス
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
請
求
で
き
る
「
か
ん
た
ん
証
明

書
請
求
」
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
手
数
料　
　
　
　

　

書
面
申
請　
　
　
　
　

６
０
０
円

　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請　
　

５
０
０
円

登
記
事
項
証
明
書
の
請
求
は
オ

登
記
事
項
証
明
書
の
請
求
は
オ

ン
ラ
イ
ン
が
便
利
で
お
得
で
す

ン
ラ
イ
ン
が
便
利
で
お
得
で
す

　

嶺
南
地
域
最
大
の
国
際
交
流
の
お

祭
り
が
、
今
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た
も
異
文
化
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
会
場
で
ラ
イ

ブ
中
継
も
あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

■
日　

時

12
月
26
日
㈰　
13
時
か
ら
15
時
30
分

■
場　

所

オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
指

定
の
会
場
（
敦
賀
、
小
浜
、
高
浜
）

■
参
加
費　

無
料
（
要
申
込
）

■
内　

容　

に
し
ゃ
ん
た
氏
の

　

ト
ー
ク
「
幸
福
度
日
本
一
ふ
く
い

　

の
み
な
さ
ん
へ
〜
ち
が
い
を
楽
し

　

み
、
力
に
か
え
る
〜
」、
外
国
人

　

ゲ
ス
ト
に
よ
る
ト
ー
ク
他

R
E
I
N
A
N

R
E
I
N
A
N
国
際
交
流
の

国
際
交
流
の

つ
ど
い

つ
ど
い
2
0
2
1

2
0
2
1
開
催
開
催

R
E
I
N
A
N
国
際
交
流
の
つ
ど
い

実
行
委
員
会
事
務
局

  

☎
21
・
3
4
5
5

福井県
地方法務局

福
井
県
並
行
在
来
線
準
備
株
式
会
社

総
務
企
画
課

  

☎
0
7
7
6
・
20
・
0
2
9
4

福井県並行在来線
準備株式会社
ホームページ

福
井
県
地
方
法
務
局

  

☎
0
7
7
6
・
22
・
5
0
9
0

並
行
在
来
線
運
営
会
社
社
名

並
行
在
来
線
運
営
会
社
社
名

募
集
募
集

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
で
す
。

若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
夜
間
に

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
行
い
ま
す
。
普
段
、
仕

事
や
学
業
で
検
査
を
受
け
ら
れ
な
い
人

で
も
気
軽
に
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
日　

時

12
月
3
日
㈮　

17
時
30
分
か
ら
19
時

■
場　

所

　

若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

■
費　

用

　

無
料
（
要
事
前
予
約
）

夜
間
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
の
実
施
に

夜
間
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
の
実
施
に

つ
い
て

つ
い
て

若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
52
・
1
3
0
0

　
『
郷
土
の
画
家　

渡
辺
淳
氏
』
の
絵

画
を
始
め
、
お
お
い
町
か
ら
「
第
40
回

福
井
県
市
町
文
協
選
抜
美
術
展
」
に
出

展
を
予
定
し
て
い
た
作
品
を
「
お
お
い

町
文
化
協
会
特
別
展
」
で
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　
　

12
月
10
日
㈮
か
ら
12
日
㈰
ま
で

　

９
時
か
ら
17
時
（
12
日
は
15
時
ま
で
）

■
場　

所

　

総
合
町
民
セ
ン
タ
ー

住
民
サ
ー
ビ
ス
室
か
ら
年
末
年

住
民
サ
ー
ビ
ス
室
か
ら
年
末
年

始
の
お
知
ら
せ

始
の
お
知
ら
せ

　

里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
内
住
民

サ
ー
ビ
ス
室
で
は
、
令
和
３
年
12
月

29
日
㈬
か
ら
令
和
４
年
１
月
３
日
㈪

ま
で
の
期
間
は
、
出
生
届
、
婚
姻
届
、

死
亡
届
な
ど
の
届
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

届
書
を
提
出
さ
れ
る
場
合
は
、
お

お
い
町
役
場
本
庁
（
お
お
い
町
本
郷
）

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。住

民
サ
ー
ビ
ス
室
☎
67
・
2
2
2
2

本
郷
公
民
館  

☎
77
・
1
1
4
0

1717

　

現
在
、
Ｊ
Ｒ
が
運
行
し
て
い
る
北

陸
本
線
の
運
営
を
引
き
継
ぎ
、
令
和

6
年
春
に
開
業
す
る
新
し
い
会
社
の

社
名
を
広
く
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

令
和
３
年
12
月
1
日
㈬
か
ら

　
　
　

令
和
４
年
１
月
16
日
㈰
ま
で

■
賞
お
よ
び
賞
品

（
採
用
者　

１
名
）

　

賞
金
20
万
円

　

開
業
イ
ベ
ン
ト
へ
の
招
待
や
記
念

　

乗
車
券

（
応
募
者
抽
選　

7
名
）

　

沿
線
７
市
町
の
特
産
品

■
応
募
方
法

専
用
は
が
き
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
応
募
フ
ォ
ー
ム

お
お
い
町
文
化
協
会
特
別
展
の

お
お
い
町
文
化
協
会
特
別
展
の

開
催
開
催



1818

大
飯
大
飯         

         

発
電
所

発
電
所

　
　
　

　
　
　

        
        

と
ぴ
っ
く
す

と
ぴ
っ
く
す

TopicsTopics

防
災
安
全
課　

☎
77
・
4
0
5
4

　１０月２６日（火）、大飯発電所構内にある鎮魂碑の年次例祭が執り行われ、町長

や大飯発電所長ら２０名が神事に参加しました。

　この鎮魂碑は、発電所建設工事における殉職者を含め、発電所敷地一帯にまつわ

る霊を鎮めるとともに、町の益々の発展と発電所の安全・安定運転を祈願して昭和

５４年に建立されたものです。

【 神事の様子 】【 鎮魂碑 】

　１０月２９日（金）、３０日（土）の２日間、美浜発電所で地震による事故が発生

し放射性物質の放出に至る事態を想定した、福井県原子力総合防災訓練が実施され

ました。

　３０日に行われた住民避難訓練では、うみんぴあ大飯で関西電力の協力のもと、

放射性物質が車両や衣服などに付着していないか調べる避難退域時検査（スクリー

ニング）などを行いました。　

　関西電力は、今後も発電所の安全確保に努めるとともに、万が一原子力災害が発

生した時には、最大限被災者支援活動を行うこととしています。

【 避難退域時検査の様子 】
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  12  12戸籍の 窓 （敬称略）（敬称略）

令和 3年 10 月 2 日から
令和 3年 11 月 1 日届出まで

赤ちゃん

おくやみ

      名前       　 性別　   保護者  　           住所

時岡　暖
はる

　 　 　男　 　陸・美保　　 　尾内

中官　亜
あ い

維　 　 女　 　亮行・菜緒　 　小堀

倉谷　咲
さ き

希　 　 女　 　茂雄・智子　 　本郷（13区）

松宮　空
あ こ

心　 　 女　 　康太・明菜　 　岡田

白数　芽
め い こ

衣子 　 女　 　昂大・加奈子　 尾内

    名前         　　　 年齢   　　   性別　　 住所

川﨑　哲男　　  　  84 歳 　    男  　   大島（河村）

奥　　久彦　　  　  87 歳 　    男  　   名田庄井上

井㞍　幸子　　  　  89 歳 　    女  　   名田庄納田終

田中　克己　　  　  74 歳 　    男  　   名田庄三重

門野　隼矢　　  　  18 歳 　    男  　   名田庄中

東　ルリ子　　  　  88 歳 　    女  　   名田庄口坂本
ごめい福をお祈りします。

令和 3年 11 月１日現在　　（　）は前月比

　総人口　　8,129 人  　   （－１７）

　　男　　　3,998 人  　　（－２１）

　　女　　　4,131 人  　　（＋　４）

　世帯数　　3,285 世帯　　（－　８）

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

■  すくすく広場
　保健福祉センターなごみ 　　　             8日㈬      10：00～
■  すくすく広場&マザーズカフェ
　あっとほ～む いきいき館　　　　    10日㈮      10：00～
■  乳幼児健診　※対象者には通知します。
　あっとほ～む いきいき館　　　　       3日㈮      13：00～
　保健福祉センター なごみ　　　          17日㈮      13：00～
■  離乳食教室　※対象者には通知します。
　保健福祉センターなごみ　　 　          21日㈫      10：00～
　保健福祉センターなごみ 　　 　         22日㈬      10：00～
■   健康相談
　保健福祉センター なごみ　    　   毎週木曜日        9：30～
　あっとほ～む いきいき館　　       毎週木曜日        9：30～
■  親子あそびの教室ぐんぐん
　保健福祉センター なごみ　　 　            7日㈫         9：30～
■  ことばとあそびの広場はぐはぐ
　保健福祉センター なごみ　　 　         14日㈫      10：00～
■  ミニデイケア
　保健福祉センター なごみ　　 　         24日㈮      10：00～
■  OOI★100日チャレンジ
　保健福祉センター なごみ　　 　         13日㈪      19：30～
　ふれあいぬくもりセンター 　 　            6日㈪      19：30～
■  足の健康教室
　あっとほ～む いきいき館　　 　            4日㈯         9：30～
■  健康セミナー
　総合町民センター　　　 　　 　         18日㈯      10：00～
■問い合わせ
○保健福祉センターなごみ　すこやか健康課 　☎77-1155
○あっとほ～むいきいき館 　  　   保健福祉室　 ☎67-2000

小浜病院

たかさご
       名前  （　）は旧姓 　      　  住所

大西　倖平　　　　　　　　　川上
（今川）　幾美　　　　　　　　小浜市

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。

住民窓口課　☎77-4053

  5 日（日）なごみ診療所　   12 日  （日）永谷医院

19 日  （日）  若狭高浜病院　   26 日  （日）和田診療所

29 日  （水）  若狭高浜病院　   30 日  （木）なごみ診療所

31 日  （金）若狭高浜病院

診療時間：午前 9 時～午後 5 時

月

■ 納田終・坂本・井上・西谷・中区 2日（木）10日（金）14日（火）23日（木）
■ 下久田・久坂・下区　　     9日（木）17日（金）21日（火） 
■ 三重・小倉・美川区 3日（金）    7日（火）16日（木）24日（金）28日（火） 
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後
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広報紙をスマホから
↓↓↓↓↓↓↓↓↓

広報紙に掲載された写真を提供します！
　広報紙に掲載された写真データをご希望の人（本人、または家族）に無料で提供します。

■写真データの提供方法
　事前に役場まちづくり課に連絡のうえ、空の CD-ROM をまちづくり課窓口まで持参いただき
　ますと写真データを入れてお渡しします。
　詳しくはまちづくり課までお問い合わせください。　　　　　　　まちづくり課　　☎  ７7-4051

　

寒
さ
も
本
格
的
に
な
り
ま
し

た
▼
け
が
や
病
気
に
な
ら
な
い

よ
う
皆
様
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い

▼
さ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
付
け
を
目

に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
▼
話
は
変
わ
り
ま
す
が
寒
く

な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
最

近
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
使
っ
た

お
菓
子
づ
く
り
に
は
ま
っ
て
い

ま
す
▼
こ
こ
ひ
と
月
の
間
に
、

チ
ョ
コ
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
、
フ
ォ
ン

ダ
ン
シ
ョ
コ
ラ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
お
菓
子
を
つ
く
り
続
け
て
い

る
と
、
メ
ー
カ
ー
毎
に
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
の
味
の
違
い
が
わ
か
る

と
思
っ
て
い
ま
し
た
▼
結
果
的

に
言
う
と
、
ど
の
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
も
大
体
お
い
し
い
と
い
う
こ

と
以
外
は
、
あ
ん
ま
り
わ
か
り

ま
せ
ん
▼
次
に
つ
く
る
お
菓
子

で
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
は
距

離
を
と
り
、
チ
ー
ズ
と
仲
良
く

な
る
た
め
に
何
か
つ
く
っ
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
▼
（
あ
ぐ
り
）

狭
本
郷
駅
は
１
９
２
１
年
に
開

業
さ
れ
、
令
和
3
年
4
月
3

日
㈯
に
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
こ
と

を
記
念
し
、
小
浜
線
延
伸
・
若
狭
本

郷
駅
開
業
１
０
０
周
年
記
念
展
「
若

狭
本
郷
駅
物
語
」
を
10
月
23
日
㈯
か

ら
11
月
21
日
㈰
ま
で
お
お
い
町
立
郷

土
史
料
館
で
開
催
し
、
パ
ネ
ル
写
真

な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。
観
覧
者
は
、

こ
れ
ま
で
若
狭
本
郷
駅
が
歩
ん
だ
歴

史
に
思
い
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。

10
月
24
日
㈰
に
は
記
念
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
鉄
道
模
型
の
体
験
運
転
な

ど
が
で
き
る
「
ト
レ
イ
ン
パ
ー
ク
！

In
お
お
い
」
が
併
せ
て
開
催
さ
れ
、

老
若
男
女
問
わ
ず
大
勢
の
人
々
で

賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

共に歩んだ共に歩んだ 100 年間100 年間
　　　　　これからもずっと共に　　　　　これからもずっと共に

若若

▲ 小浜線を走行した列車のパネル


